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丠
両
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両
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両
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両
丠
両
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丠
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丠
両
丠
両
丠
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緑香る新茶刈り取り
市
内
で
５
月
上
旬
、
新
茶
の
刈
り

取
り
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
果
樹
部

会
茶
業
部
の
部
員
ら
は
茶
葉
の
摘
採

作
業
に
汗
を
流
し
た
。

部
員

人
は
合
計

㌶
の
茶
園
で

「
や
ぶ
き
た
」
な
ど
を
栽
培
。
か
つ

て
市
内
で
盛
ん
だ
っ
た
葉
タ
バ
コ
栽

培
の
土
づ
く
り
の
技
術
を
生
か
し
、

品
質
の
高
い
茶
を
生
産
し
て
い
る
。

昨
年

月
の
台
風

号
に
よ
り
、
茶

園
の
一
部
に
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害

を
受
け
た
が
、
部
員
は
良
質
な
茶
を

消
費
者
に
届
け
よ
う
と
、
栽
培
管
理

に
励
ん
で
き
た
。

守
屋
久
夫
部
長
は
「
今
年
は
生
育

が
順
調
で
品
質
良
く
仕
上
が
っ
た
。

地
元
の
お
い
し
い
お
茶
で
健
康
に
過

ご
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
た
。

応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す

る
制
度
も
開
始
す
る
の
で
、

感
染
症
が
落
ち
着
い
た
ら
活

動
を
再
開
さ
せ
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
組
織
を
活
性
化
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
ん

だ
。

「
女
性
部
特
別
会
計
の
運
用

に
つ
い
て
」


の
３
議
案

と
、
特
別
決
議
「
Ｊ
Ａ
は
だ

の
女
性
部
エ
コ

宣
言
」
を

上
程
し
た
。

熊
澤
淳
子
部
長
は
「
今
年

か
ら
女
性
部
活
動
の
参
加
に

置
し
た
。

総
会
で
は
「
２
０
１
９
年

度
活
動
報
告
並
び
に
収
支
決

算
書
の
承
認
に
つ
い
て
」

「
２
０
２
０
年
度
活
動
計
画

（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
書

（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て
」

し
た
。
出
席
す
る
本
部
役
員

に
は
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
の

消
毒
を
呼
び
掛
け
、
会
場
に

は
消
毒
液
を
設
置
。
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
社

会
的
距
離
）
に
も
配
慮
し
、

座
席
を
２
㍍
以
上
空
け
て
設

女
性
部
総
会
で
は
、
生
活

班
の
班
長
や
目
的
別
趣
味
グ

ル
ー
プ
代
表
者
１
９
８
人

が
、
上
程
さ
れ
た
第
１
号
議

案
か
ら
第
３
号
議
案
ま
で
の

議
案
全
て
と
特
別
決
議
を
議

決
権
行
使
書
で
承
認
・
可
決

そ
れ
で
も
丹
精
し
て
育
て

た
花
を
消
費
者
に
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
じ
ば
さ
ん
ず

な
ど
に
切
り
花
や
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
を
出
荷
。
購
入
者
か

ら
は
「
色
鮮
や
か
で
と
て
も

き
れ
い
」
「
花
持
ち
が
良
い

の
で
長
く
楽
し
め
る
」
な
ど

と
好
評
だ
っ
た
。

田
部
長
は
「
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
が
、
今
後

も
良
質
な
花
を
生
産
し
、
秦

野
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
伝

統
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

ク
と
な
る
よ
う

に
栽
培
管
理
を

進
め
、
品
質
の

良
い
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
仕
上

げ
た
。
し
か

し
、
今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
花
の
市

場
価
格
が
低
迷

し
、
東
京
都
内

の
市
場
へ
の
出
荷
を
断
念
。

出
荷
量
は
例
年
の
３
割
程
度

に
落
ち
込
ん
だ
。

業
に
励
ん
だ
。

田
雅
洋
部
長
は
、
妻
の

真
弓
さ
ん
と
共
に
、
９
㌃
の

ハ
ウ
ス
で

品
種
を
栽
培
。

「
母
の
日
」
が
出
荷
の
ピ
ー

秦
野
市
は
、
県
内
有
数
の

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
産
地
。

「
母
の
日
」
の
前
に
は
、
花

き
部
会
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
部

の
部
員
が
、
収
穫
な
ど
の
作

に
業
務
用
の
多
収

米
品
種
を
中
心
に

広
が
っ
て
い
る
取

り
組
み
だ
が
、
同

契
約
は
主
食
用
米

と
し
て
生
産
す
る

県
の
奨
励
品
種

「
は
る
み
」
を
対

象
と
し
た
こ
と
が

特
徴
。
Ｊ
Ａ
が
買

い
取
り
価
格
を
よ

り
高
水
準
化
で
き

る
と
と
も
に
、
質

の
高
い
米
が
安
定

的
に
確
保
で
き
る
こ
と
が
利

点
だ
。

同
社
の
小
泉
達
雄
代
表
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
よ
う
に
予
期
で
き
な

い
状
況
の
変
化
が
あ
る
の

で
、
固
定
契
約
は
魅
力
的
。

経
営
上
の
リ
ス
ク
を
分
散
さ

せ
る
こ
と
に
も
役
立
つ
」
と

話
し
た
。

が
高
水
準
で
固
定
さ
れ
る
こ

と
で
収
入
が
安
定
。
販
路
も

確
保
さ
れ
る
た
め
在
庫
を
抱

え
る
リ
ス
ク
も
な
く
な
り
、

経
営
の
安
定
化
に
つ
な
が

る
。
Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
は
、
集

荷
量
が
増
加
す
る
他
、
農
業

法
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
手

段
の
一
つ
に
も
な
る
。

複
数
年
契
約
は
、
全
国
的

方
に
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
取
り

組
み
だ
。

契
約
は
、
Ｊ
Ａ
・
全
農
・

同
社
の
三
者
契
約
で
、
毎
年

１
０
０
袋
（
１
袋

㌔
）
を

２
０
２
２
年
産
ま
で
の
３
年

間
、
固
定
価
格
で
買
い
取
る

も
の
。
Ｊ
Ａ
は
検
査
・
集
荷

を
担
い
、
全
農
は
米
の
供
給

先
を
確
保
す
る
。
同
社
に
と

っ
て
は
、
需
給
環
境
に
よ
っ

て
毎
年
変
動
す
る
米
の
価
格

る
米
の
集
荷
事
業
強
化
策

で
、
県
内
で
の
導
入
は
初
め

て
。
米
の
買
い
取
り
価
格
や

集
荷
袋
数
な
ど
を
確
約
す
る

こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
と
同
社
双

年
に
わ
た
っ
て
固
定
価
格
で

買
い
取
る
複
数
年
契
約
を
締

結
し
た
。
全
農
が
推
し
進
め

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
Ｊ
Ａ
全
農

と
連
携
し
、
菩
提
の
農
業
生

産
法
人
㈱
大
地
と
、
米
を
３

の
髙
橋
洋
子
さ
ん
。
こ
れ
ま

で
に
デ
ザ
イ
ン
入
り
マ
ス
ク

を
約
２
５
０
枚
作
成
し
、
地

域
の
飲
食
店
な
ど
に
提
供
し

て
き
た
。

髙
橋
さ
ん
は
「
来
店
者
が

従
業
員
の
マ
ス
ク
を
見
て
笑

顔
に
な
り
、
少
し
で
も
心
を

和
ま
せ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ

し
い
」
と
話
し
た
。

の
家
族
で
、
生
地
プ
リ
ン
ト

の
仕
事
を
し
て
い
る
下
大
槻

プ
リ
ン
ト
し
て
あ
る
。

製
作
し
た
の
は
、
出
荷
者

笑
顔
に
な
る

き
っ
か
け
に

じ

ば

さ

ん

ず

で

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
ク

じ
ば
さ
ん
ず
で
、
従
業
員

が
着
用
し
て
い
る
マ
ス
ク
が

「
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
あ

っ
て
か
わ
い
ら
し
い
」
な
ど

と
来
店
者
か
ら
好
評
だ
。
マ

ス
ク
は
同
店
の
ロ
ゴ
の
他
、

キ
ャ
ベ
ツ
や
ト
マ
ト
な
ど
１

枚
ご
と
に
違
う
イ
ラ
ス
ト
が

ッ
ク
ご
み
を
減
ら
す
た
め
の

目
標
を
支
部
ご
と
に
設
定
。

ご
み
処
理
施
設
を
見
学
し
て

ご
み
問
題
へ
の
意
識
を
高
め

る
な
ど
、
エ
コ
に
つ
な
が
る

活
動
を
進
め
て
き
た
。
２
０

０
８
年
か
ら
続
け
て
い
る

「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
運

動
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
約

３
６
０
万
個
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
し
た
実

績
も
あ
る
。

「
エ
コ

宣
言
」
は
、
県

が
設
定
す
る
地
球
環
境
保
全

の
た
め
の
行
動
指
針
「
私
た

ち
の
環
境
行
動
宣
言

か
な

が
わ
エ
コ

ト
ラ
イ
」
の
中

で
、

項
目
の
行
動
メ
ニ
ュ

ー
か
ら

項
目
を
選
択
し
た

も
の
。

同
部
で
は
「
お
店
で
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
ス
プ
ー
ン
な
ど

を
も
ら
わ
な
い
」
「
食
品
の

保
存
の
時
は
ふ
た
つ
き
容
器

を
使
う
」
な
ど
、
部
員
が
日

々
の
生
活
で
す
ぐ
に
実
践
で

き
る

項
目
を
設
定
し
た
。

し
て
続
け
て
き
た
エ
コ
活
動

を
、
一
層
進
め
て
い
く
狙
い

だ
。同

部
は
昨
年
、
プ
ラ
ス
チ

け
を
強
化
す
る
。
こ
れ
ま
で

に
、
国
連
の
定
め
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
な
ど
へ
の
取
り
組
み
と

女
性
部
は
、
「
Ｊ
Ａ
は
だ

の
女
性
部
エ
コ

宣
言
」
で

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら

す
た
め
の
部
員
へ
の
意
識
付

は
「
欲
し
い
物
が
探
し
や
す

く
な
っ
た
」
「
店
内
が
明
る

い
印
象
に
な
っ
た
」
と
好
評

だ
。

新
装
し
た
。

開
店
か
ら

年
以
上
が
経

過
し
、
店
内
設
備
の
老
朽
化

が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
組

合
員
の
意
見
や
来
店
者
の
要

望
を
受
け
、
昨
年
９
月

か

ら
改
装
を
計
画
。
３
月
か
ら

工
事
に
着
手
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
店
内

で
は
、
新
し
く
設
置
し
た
販

売
台
に
「
は
だ
の
名
産
品
」

な
ど
、
商
品
が
ど
こ
に
あ
る

か
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
陳

列
内
容
を
大
き
く
掲
示
。
商

品
を
引
き
立
た
せ
る
た
め
、

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ

Ｄ
）
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
な
ど

も
設
置
し
た
。
来
店
者
か
ら

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
販
売
台

や
照
明
な
ど
設
備
の
一
部
を

じ
ば
さ
ん
ず
は
１
日
、
店

内
を
改
装
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

県
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
と
Ｊ
Ａ
営
農

課
の
職
員
合
わ
せ

て

人
が
参
加
し

た
。同

セ
ン
タ
ー
の

職
員
ら
は
、
着
花

量
や
萌
芽
（
ほ
う

が
）
状
況
な
ど
５

項
目
を
調
査
し

た
。｢

大
津
４
号｣

や
「
青
島
温
州
」

は
１
年
ご
と
に
収
量
が
増
減

す
る
品
種
の
た
め
、
木
ご
と

の
着
花
量
に
ば
ら
つ
き
が
見

ら
れ
た
も
の
の
、
全
体
的
に

花
数
が
多
く
萌
芽
状
況
も
良

好
だ
っ
た
。
収
量
は
昨
年
以

上
を
見
込
ん
で
い
る
。

部
員
ら
は
調
査
結
果
を
基

に
、
摘
果
や
病
害
虫
の
防
除

な
ど
、
品
質
の
均
一
化
に
向

け
た
今
後
の
栽
培
管
理
に
つ

い
て
情
報
を
共
有
し
た
。

ミ
カ
ン
着
花
量
調
査

栽
培
管
理
徹
底
し

品
質
の
向
上
を

果
樹
部
会
柑
橘
（
か
ん
き

つ
）
部
は
８
日
、
市
内
に
あ

る
部
員
の
果
樹
園

園
を
巡

回
し
、
着
花
量
な
ど
を
調
査

し
た
。
今
年
度
の
収
量
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
部
全
体

で
良
質
な
ミ
カ
ン
を
栽
培
す

る
こ
と
が
目
的
部
員
の
他


い
た
。
部
員

は
巡
回
に
同

行
せ
ず
、
各

自
の
園
地
で

検
討
会
に
立

ち
会
っ
た
。

県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー

と
Ｊ
Ａ
営
農

課
の
職
員
合

わ
せ
て
４
人

が
、
市
内
に

あ
る
部
員
の

園
地
８
カ
所

を
巡
回
。
ブ

ド
ウ
の
葉
枚
数
や
花
冠
長
を

測
っ
た
上
で
、
ジ
ベ
レ
リ
ン

処
理
の
適
期
を
部
員
に
説
明

し
た
。
そ
の
他
、
生
育
状
況

や
病
害
虫
の
防
除
方
法
な
ど

に
つ
い
て
も
確
認
し
た
。

ア
」
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
適

期
見
極
め
巡
回
検
討
会
を
開

果
樹
部
会
ぶ
ど
う
部
は
７

日
、
市
内
で
「
デ
ラ
ウ
ェ

月
に
引
き
続
き
訪
問
方
法
を
簡
略
化
し
、
機
関
紙

「
Ｊ
Ａ
は
だ
の
」
の
ポ
ス
ト
投
函
に
よ
る
対
応
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。ご

用
件
の
あ
る
方
は
各
支
所
・
支
店
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

５
月
の
組
合
員
訪
問
日
は
、
通
常
通
り

日
、


日
の
２
日
間
に
分
け
て
実
施
し
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
先

紙
面
数
変
更
の
ご
案
内

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
行

事
な
ど
が
中
止
・
延
期
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
紙
面
数

を
４
面
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

女
性
部
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
延
期
し
て
い
た
第

回
女
性
部
総
会
を
、

日
に
本

所
で
開
い
た
。
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
配
慮
し
、
議
決

権
行
使
書
の
提
出
を
呼
び
掛
け
て
、
最
小
限
の
人
数
で

実
施
し
た
。
議
案
審
議
で
は
、
特
別
決
議
の
「
Ｊ
Ａ
は

だ
の
女
性
部
エ
コ

（
テ
ン
）
宣
言
」
な
ど
を
上
程
。

今
後
、
よ
り
一
層
環
境
に
配
慮
し
た
活
動
を
進
め
る
方

針
だ
。

文中の表彰などの人名紹介の際の敬称は省略させていただきます。

秦 野 市
農業協同組合

（神奈川県）

発行責任者 宮永均

〒257-0015
秦野市平沢477
電話0463(81)7711㈹

発 行

コロナ影響で

簡略化します

刈
り
取
り
作
業
が
進
む
茶
畑

米
の
複
数
年
契
約
を
締
結

｢

母
の
日｣

に
カ
ー
ネ

コ
ロ
ナ
苦
境
も
良
質
生
産

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
収
穫
作
業
に
励
む

田
さ
ん
夫
妻

新しい販売台が並ぶじばさんず店内

オリジナルマスクを着用する同店スタッフ

プ
ラ
ご
み

ゼ

ロ

へ

環
境
守
る
活
動
推
進

明るく見やすく
販売台や照明を新装

じばさんずがリニューアル

第 ５ ２ 回
女性部総会

エ
コ

宣
言
採
択

エ
コ

宣
言
採
択

上
程
し
た
３
議
案
を
可
決

意気込みを力強く語る熊澤部長

ジ
ベ
処
理
適
期
を
確
認

高
品
質
な
種
な
し
ブ
ド
ウ
目
指
す

コ
ロ
ナ
拡
大
防
止
に
も
配
慮

ペットボトルキャップを回収する部員

着
花
状
況
を
確
認
す
る
部
員
ら

５
月
訪
問
日
も
ポ
ス
ト
投
函

複
数
年
契
約
を
締
結
し
た
㈱
大
地
の
小
泉

代
表
（
左
か
ら
２
人
目
）
ら

ジベレリン処理適期の説明を受ける部員㊨

価
格
高
水
準
を
実
現

法
人
経
営
安
定
に
期
待

県
内
初

(://-/)（） 年(令和２年)月日(火曜日) 年(令和２年)月日(火曜日) （）第号 第号Ｊ Ａ は だ の (://-/) Ｊ Ａ は だ の
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仁
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仁
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什
仁

は
以
前
よ
り
大
型
化
し
て
い

て
、
住
宅
街
で
は
狭
い
道
路

で
の
給
油
と
な
り
、
交
通
の

妨
げ
に
な
っ
て
し
ま
う
と
き

が
あ
り
ま
す
。

㍑
以
上
の

配
送
に
対
応
し
た
場
合
、
こ

の
よ
う
な
事
例
が
数
多
く
発

生
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
の
で
、
現
行
の

㍑
以
上

で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

給
湯
器
や
暖
房
器
具
へ
の
変

更
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

の
配
達
を

㍑
以
上
で
は
な

く
、

㍑
以
上
に
し
て
ほ
し

い
。

（
北
）

【
回
答
・
対
応
】
現
在
、

３
台
の
ロ
ー
リ
ー
車
で
配
送

し
て
い
ま
す
。
ロ
ー
リ
ー
車

経
済

【
意
見
・
要
望
】
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
の
で
、
灯
油

支
払
い
に
つ
い
て

▽
２
０
１
９
年
度
業
務
報

告
書
お
よ
び
連
結
業
務
報
告

書
に
つ
い
て

▽
就
業
規
則
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
就
業
規
則
、
お
よ
び

懲
戒
規
程
の
一
部
変
更
に
つ

い
て▽

秦
野
市
農
業
協
同
組
合

企
業
年
金
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

・
感
謝
状
贈
呈
者
の
決
定
に

つ
い
て

▽
「
与
信
取
引
に
係
る
利

用
者
へ
の
説
明
等
対
応
要

領
」
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

【
５
月
理
事
会
議
案
】

▽
２
０
１
９
年
度
決
算
監

査
意
見
書
に
対
す
る
顛
末
報

告
に
つ
い
て

▽
２
０
１
９
年
度
出
資
配

当
金
・
事
業
分
量
配
当
金
の

▽
㈱
協
同
コ
ン
サ
ル
ト
は

だ
の
定
時
株
主
総
会
の
招
集

お
よ
び
議
題
に
つ
い
て

▽
㈱
協
同
コ
ン
サ
ル
ト
は

だ
の
決
算
お
よ
び
剰
余
金
処

分
な
ら
び
に
２
０
２
０
年
度

役
員
報
酬
に
つ
い
て

▽
第

回
通
常
総
会
表
彰

５
月

日
に
理
事
会
を
開

催
し
、
次
の
こ
と
を
審
議
し

ま
し
た
。

【
４
月
理
事
会
議
案
】

▽
２
０
１
９
年
度
決
算
書

類
な
ら
び
に
部
門
別
損
益
計

算
書
、
事
業
別
の
明
細
の
承

認
に
つ
い
て

以
上
の
指
導
士
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技

を
生
か
し
、
学
校
や
地
域
の

自
治
体
か
ら
講
師
を
依
頼
さ

れ
た
り
、
自
ら
教
室
を
開
い

た
り
し
て
活
動
す
る
指
導
士

も
い
ま
す
。

認
定
に
際
し
て
は
、
活
動

や
指
導
の
実
績
な
ど
一
定
の

要
件
が
あ
り
ま
す
が
、
興
味

の
あ
る
方
は
上
記
の
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

認
定
要
件
と
な
っ
て
い
る

生
活
技
術
の
種
類
は
次
の
通

り
で
す
。

▼
食
生
活

◎
調
理
技
術
（
郷
土
食
・

行
事
食
）

◎
加
工
技
術
（
野
菜
・
果

実
・
芋
・
山
菜
・
穀
類
・
豆

・
畜
産
物
・
水
産
物
・
製
茶

の
加
工
）

▼
衣
住
生
活

◎
工
芸
技
術
（
竹
わ
ら
・

繊
維
・
草
花
装
飾
）（

中
山
）

と
の
交
流
を
図
る
こ
と
で
、

農
業
へ
の
理
解
促
進
や
農
業

振
興
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

指
導
士
の
対
象
と
な
る
の

は
、
農
業
従
事
者
ま
た
は
農

業
実
践
経
験
者
な
ど
で
す
。

そ
の
中
で
も
農
村
に
伝
わ
る

生
活
技
術
の
伝
承
活
動
に
意

欲
的
な
方
、
さ
ら
に
は
地
域

活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
指
導
力
の

あ
る
方
を
認
定
し
て
い
ま

す
。生

活
技
術
の
具
体
例
と
し

て
、
地
域
の
伝
統
行
事
に
欠

か
せ
な
い
料
理
や
郷
土
食
と

し
て
の
そ
ば
や
う
ど
ん
、
み

そ
造
り
な
ど
の
調
理
技
術
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
梅

干
し
や
野
菜
の
か
す
漬
け
な

ど
漬
物
類
の
加
工
技
術
も
対

象
で
す
。
食
品
以
外
に
も
、

わ
ら
細
工
や
竹
細
工
な
ど
手

工
芸
品
の
工
芸
技
術
も
あ
り

ま
す
。

現
在
、
県
内
で
１
０
０
人

生
活
技
術
指
導
士

に
な
り
ま
せ
ん
か

神
奈
川
県
は
、
農
家
や
農

村
に
受
け
継
が
れ
た
生
活
技

術
を
伝
承
し
て
い
る
方
々
を

「
ふ
る
さ
と
の
生
活
技
術
指

導
士
（
以
下
、
指
導
士
）
」

と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

失
わ
れ
て
し
ま
う
に
は
惜

し
い
生
活
文
化
や
技
術
を
広

く
伝
承
し
て
も
ら
い
、
市
民

地
区
の

追
加
指
定
の
申
し

出
と
要
望
を
受
け
付
け
ま

す
。追

加
指
定
で
き
る
農
地
に

は
条
件
が
あ
る
た
め
、
希
望

す
る
方
は
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎
受
付
期
間

６
月
１
日

（
月
）
～

日
（
月
）
午
前

８
時

分
～
午
後
５
時

分

（
土
・
日
曜
日
除
く
）

◎
場
所

秦
野
市
役
所
西

庁
舎
２
階

ま
ち
づ
く
り
計

画
課お

問
い
合
わ
せ
は
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
課
ま
で
。
☎


－
９
６
４
３

象
者
と
し
て
取
り
ま
と
め
て

い
る
た
め
、
申
請
は
不
要
で

す
）◎

助
成
金
額


㌃
に
つ

き
４
万
円
以
内

◎
申
請
方
法

は
だ
の
都

市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
用

意
し
て
い
る
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
期
日

７
月
９
日

（
木
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン

タ
ー
ま
で
。
☎

－
７
８
０

０
生
産
緑
地
追
加

指
定
の
相
談
を

令
和
２
年
度
の
生
産
緑
地

し
、
市
内
の
畑
で
落
花
生
を

栽
培
し
て
い
る
農
業
者
（
Ｊ

Ａ
に
落
花
生
を
出
荷
し
て
い

る
場
合
は
、
Ｊ
Ａ
が
助
成
対

す
。◎

対
象
者

市
内
に
在
住

金
」
を
設
け
、
生
産
資
材
な

ど
の
経
費
を
助
成
し
て
い
ま

鳥

獣

被

害

調
査
票
の
提
出
を

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
秦
野
市
と

連
携
し
て
、
正
組
合
員
全
戸

を
対
象
に
鳥
獣
被
害
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
国
か
ら

の
交
付
金
の
増
額
要
求
や
、

市
の
「
鳥
獣
被
害
防
止
計

画
」
改
定
な
ど
の
基
礎
資
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
被
害
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず

調
査
票
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎
提
出
方
法
・
提
出
日

調
査
票
に
地
区
名
、
生
産
組

合
名
な
ど
を
記
入
の
上
、
６

月

日
（
月
）
ま
で
に
生
産

組
合
長
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
生
産
組
合
長
は
同

日

（
金
）
ま
で
に
各
支
所
・
支

店
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。お

問
い
合
わ
せ
は
は
だ
の

都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

で
。
☎

－
７
８
０
０

落
花
生
生
産

に

補

助

金

秦
野
市
は
、
落
花
生
の
生

産
振
興
を
目
的
に
「
秦
野
落

花
生
生
産
支
援
事
業
補
助

た
め
、
直
接
ご
提
出
く
だ
さ

い
。◎

対
象
作
物

秋
野
菜
、

そ
の
他

◎
分
析
・
診
断
項
目

水

素
イ
オ
ン
指
数
（
ｐ
Ｈ
）
、

電
気
伝
導
度
（
Ｅ
Ｃ
）
、
硝

酸
態
窒
素
、
リ
ン
酸
、
カ

リ
、
石
灰
、
苦
土

◎
採
土
袋

各
支
所
・
支

店
、
営
農
課
で
用
意
し
て
い

ま
す
。
袋
が
足
り
な
い
場
合

は
封
筒
で
の
代
用
も
可
能
で

す
。※

分
析
用
の
土
は
日
陰
で

乾
燥
さ
せ
、
ふ
る
い
に
通
し

て
か
ら
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
量
は
、
ふ
る
い
に
通
し

た
土
な
ら
袋
半
分
、
通
し
て

い
な
い
土
は
袋
い
っ
ぱ
い
入

れ
て
く
だ
さ
い
。
採
土
し
た

畑
や
水
田
の
地
番
の
他
、
氏

名
、
自
宅
住
所
も
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
結
果

８
月
中
旬
に
処

方
箋
を
付
け
て
郵
送

お
問
い
合
わ
せ
は
営
農
課

ま
で
。
☎

－
７
７
１
８

コ
ロ
ナ
に
関
す
る

融
資
相
談
受
け
付
け

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
資
金
面
で
影
響

を
受
け
て
い
る
方
に
対
し

て
、
融
資
な
ど
に
関
す
る
ご

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。お

問
い
合
わ
せ
は

最
寄

り
の
支
所
・
支
店
ま
た
は
融

資
課
ま
で
。
☎

－
７
７
１

３
土
壌
診
断
を
実
施

畑
や
水
田
の
土
壌
を
分
析

し
、
適
切
な
施
肥
管
理
に
よ

っ
て
生
産
性
や
品
質
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
土
壌
診
断
を

実
施
し
ま
す
。

◎
土
壌
（
分
析
サ
ン
プ

ル
）
の
提
出

６
月

日

（
金
）
ま
で
に
各
支
所
・
支

店
ま
た
は
営
農
課
へ
提
出

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
組

合
員
訪
問
日
を
通
常
通
り
実

施
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る

長
寿
者
に
記
念
品
贈
呈

い
き
い
き
ラ
イ
フ
支
援
事
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
末
永
く
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。


歳(

米
寿)

▽
大
根
地
区
＝
佐
藤
富
子

（
鶴
巻
）

▽
南
地
区
＝
志
村
多
恵
子

（
今
泉
）

▽
西
地
区
＝
久
保
寺
勇

（
松
原
町
）


歳(

喜
寿)

▽
大
根
地
区
＝
髙
井
幸
男

（
北
矢
名
）

▽
本
町
地
区
＝
佐
藤
文
子

（
曽
屋
）

▽
東
地
区
＝
横
溝
三
枝
子

（
落
合
）

▽
北
地
区
＝
山
田
富
貴
子

（
戸
川
）

▽
上
地
区
＝
和
田
孝
子

（
柳
川
）

※
自
己
申
告
で
す
の
で
、

該
当
の
方
は
誕
生
月
の
前
月

ま
で
に
各
支
所
・
支
店
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

独
自
の
支
援
策
も
講
じ
ま
し

た
。
今
後
も
、
被
害
情
報
の

収
集
、
関
係
機
関
と
の
情
報

共
有
を
通
じ
て
、
被
害
対
策

な
ど
が
迅
速
に
講
じ
ら
れ
る

よ
う
努
め
ま
す
。

ら
必
要
と
さ
れ
る
支
援
が
得

づ
ら
か
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
市
と
連
携
し
て
、
被
害

が
あ
っ
た
農
地
・
畦
畔
（
け

い
は
ん
）
な
ど
の
復
旧
工
事

費
を
一
部
助
成
す
る
な
ど
、

情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

通
じ
て
、
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
き
な

被
害
が
発
生
し
て
い
る
と
き

に
は
、
市
と
連
携
し
、
迅
速

に
被
害
状
況
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
被
害
の
情
報
は

県
と
共
有
し
て
、
被
害
対
策

の
必
要
の
有
無
に
つ
い
て
判

断
を
仰
ぐ
な
ど
の
体
制
作
り

を
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
の
台
風

号

の
被
害
対
策
は
、
国
や
県
か

台
風
や
自
然
災
害
で
、
大
切

な
農
地
や
農
業
関
連
施
設
に

被
害
を
受
け
ら
れ
た
組
合
員

に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
自
然
災
害
へ
の
体

制
は
、
気
象
予
報
な
ど
で
大

き
な
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ

の
あ
る
と
き
に
は
、
メ
ー
ル

る
よ
う
な
体
制
作
り
を
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
市
や
県
、

国
に
現
状
が
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

（
北
）

【
回
答
・
対
応
】
昨
年
の

営
農

【
意
見
・
要
望
】
昨
年
の

台
風

号
の
被
害
を
は
じ

め
、
自
然
災
害
の
支
援
や
被

害
対
策
を
迅
速
に
進
め
ら
れ

念
品
贈
呈
は
自
己
申
告
に
よ

り
、
年
度
内
で
の
対
応
と
し

て
い
ま
す
。
お
祝
い
事
な
の

で
、
で
き
る
限
り
誕
生
月
に

お
渡
し
す
る
た
め
、
早
め
に

申
請
い
た
だ
く
よ
う
座
談
会

や
機
関
紙
「
Ｊ
Ａ
は
だ
の
」

で
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

今
後
は
特
例
を
設
け
、
年

度
末
（
２
月
末
）
を
過
ぎ
て

申
請
さ
れ
る
方
に
つ
い
て

は
、
４
月
末
ま
で
対
応
で
き

る
よ
う
に
要
領
を
変
更
し
ま

す
。

関
係
で
３
月
の
申
請
は
対
象

外
だ
と
断
ら
れ
た
。
誕
生
月

に
よ
っ
て
申
請
猶
予
が
異
な

る
の
は
、
差
別
で
は
な
い
の

か
。

（
西
）

【
回
答
・
対
応
】
長
寿
記

生
活
福
祉

【
意
見
・
要
望
】
２
月
が

誕
生
月
の
た
め
、
３
月
初
旬

に
長
寿
記
念
品
の
申
請
を
し

た
が
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
年
度
の

ＪＡグリーンはだのは６月６日（土）～日（日）、

水稲用農薬の割引キャンペーンを実施します。期間中は

特別価格で販売しますので、お得なこの機会にぜひご利

用ください。

お問い合わせはＪＡグリーンはだのまで。☎－7719

３
月
の
組
合
員
訪
問
日
で
配
布
し
た
「
春
の
座
談
会
特
集
号
」
の
Ｊ
Ａ
事
業
の
内

容
に
つ
い
て
、
組
合
員
か
ら
意
見
・
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
回
答
や
対
応

を
報
告
し
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症の影響

で、営業時間を短縮しています。詳

細はホームページをご覧ください。

また、試食イベントは休止していま

す。他のイベントも変更になること

がありますので、ご了承ください。

【６月のイベント】

☆「国産豚の加工品」２日(火)

日(土)

㈱フリーデンが国産豚を使用した

お得な商品を販売します。

☆「らっきょうフェア」６日(土)

７日(日)

秦野産でらっきょう漬けを手作り

してみてください。

☆｢梅フェア｣日（土）、日(日)

梅酒用の梅（白加賀）や梅干し用

の梅（南高）などを販売します。

レシピもご用意します。

☆「産地間提携ＪＡ商品の特売」

日(火)日(火)日(火)

産地間提携を結ぶＪＡの野菜や加

工品などを中心に特別価格で販売

します。

☆「父の日フェア」日(土)日

(日)

円以上お買い上げで牛乳をプ

レゼントします。（なくなり次第

終了）

☆｢とうもろこしフェア｣日(土)

日(日)

取れたてのみずみずしさを味わっ

てください。

☆「たまごの日｣毎週月金曜日

店頭価格から％引き。「みくる

べたまご」は除く。

☆「お米の日」毎週水曜日

店頭価格から％引き。

☆「肉の日」毎週木曜日と日

店頭価格から５％引き。

◎６月９日（火）は定休日です。

〈
俳
句
〉
（
酒
井

敏
光

選
）

花
菖
蒲
降
ら
ず
の
空
を
頼
み
け
り

柴
崎

和
子
（
渋

沢
）

藤
咲
く
や
し
ず
か
に
な
り
し
雨
の
音

高
橋

順
子
（
大
秦
町
）

疫
病
や
院
へ
背
を
押
す
藤
の
風柳

川
み
ち
子
（
栄

町
）

剣
葉
の
緑
い
よ
濃
き
花
菖
蒲

佐
藤
英
美
子
（
南
矢
名
）

し
な
や
か
な
猫
の
撫
で
肩
夏
に
入
る

森
高

由
子
（
渋

沢
）

人
声
に
風
の
色
み
え
花
菖
蒲

高
島
美
和
子
（
名
古
木
）

甲
高
き
お
の
こ
声
す
る
菖
蒲
の
湯

吉
田

清
美
（
渋

沢
）

花
菖
蒲
母
亡
き
後
も
手
入
れ
し
て

菊
池
と
し
え
（
菩

提
）

筒
洞
の
流
れ
辿
れ
ば
菖
蒲
園

志
賀

明
子
（
千

村
）

苗
植
え
て
収
穫
秋
を
大
わ
ら
わ芦

川

松
江
（
八

沢
）

雪
を
嶺
に
残
し
て
里
は
花
紫
雲
英

石
原

松
枝
（
渋

沢
）

を
さ
な
児
の
菖
蒲
緒
締
め
の
紙
兜

選
者

〈
短
歌
〉
（
久
保
寺

富
男

選
）

コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
延
長
の
伝
え
ら
れ

ウ
ィ
ル
ス
変
異
の
恐
怖
つ
の
り
く
る

細
田

富
士
（
千

村
）

評

新
薬
開
発
に
１
年
以
上
か
か
る
と
言
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
に
ど
れ
ほ
ど
の
犠
牲
者
が
で

る
の
か
と
思
う
と
、
恐
怖
で
あ
る
。
身
に
何

ら
か
の
障
り
を
持
つ
高
齢
者
に
と
っ
て
は
こ

と
さ
ら
で
あ
る
。

鳥
の
声
蛙
せ
せ
ら
ぎ
聞
こ
え
き
て

夕
べ
の
日
射
し
が
頬
熱
く
す
る八

木

実
（
鶴
巻
北
）

こ
れ
も
ま
た
追
っ
か
け
か
な
と
笑
い
お
り

先
生
や
さ
し
く
迎
え
し
わ
れ
を石

田
こ
ず
ゑ
（
水
神
町
）

道
端
に
コ
ロ
コ
ロ
転
げ
る
ふ
と
り
し
猫

車
気
を
つ
け
て
ね
と
声
か
け
て
や
る

今
井

か
め
（
羽

根
）

夏
の
味
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
ま
き
て

心
す
る
の
は
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
害伊

東

久
（
渋

沢
）

ソ
シ
ア
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
二
メ
ー
ト
ル
と
ぞ

落
花
生
播
く
わ
れ
に
し
ん
し
ん
と
青
麦
の
風

選
者

※
選
者
に
よ
る
添
削
あ
り

じばさんずで

買い物をしてい

たら「Ｊｉｂａ

－ＧＡＰ」とい

う文字を見かけたよ！そ

もそも「ＧＡＰ」って一

体なに？

「ＧＡＰ（農

業生産工程管

理）」とは「

 

 」の頭文字

をとったもので、日本語

で「良い農業の取り組

み」という意味なの。農

業で食品安全、環境保

全、労働安全などの持続

可能性を確保するための

生産工程管理のことよ。

欧州発の厳格な国際基

準である「グローバルＧ

ＡＰ」、それをアジアや

日本の環境などに合わせ

た日本発の「ＡＳＩＡＧ

ＡＰ」「ＪＧＡＰ」など

があるわ。

安全・安心な

農作物は消費者

にとってうれし

いよね。ありが

とう、やえのちゃん！

次回は「Ｊｉｂａ－Ｇ

ＡＰ」について詳しく教

えてほしいな！

安
全･

安
心
を
裏
付
け
る｢

Ｇ
Ａ
Ｐ｣

税務相談日 ６月９日（火）
午前９時分～

法務相談日 ６月日（金）
午後１時分～

場所 本町支所
予約制ですので、事前にお電話にてご予約をお願い
します。受け付け順に相談時間が決まります。

受け付け・ご予約は㈱協同コンサルトはだの

☎－

■材料（８個分）■
のらぼう菜の塩漬け（ダイ
コンの葉や野沢菜の漬物で
も可）200㌘、ごま油大さ
じ２、Ａ（しょうゆ大さじ
２、みりん大さじ１／２、
砂糖大さじ１／２、顆粒
（かりゅう）だし小さじ
１）、Ｂ（小麦粉250㌘、上新粉㌘、卵２
個）、水70ｃｃ
〈作り方〉

①のらぼう菜の塩漬けはボウルで軽く洗って塩
抜きして、細かく切る。

②フライパンにごま油（大さじ１）を入れて中
火で熱し、①を炒める。油がなじんだら、Ａ
を入れて水気が飛ぶまで炒める。

③ボウルにＢを入れ、水を少しずつ加えなが
ら、耳たぶ程度の固さになるまでよく練る。
ラップで包み、冷蔵庫で２時間ほど寝かせ
る。

④③の生地を８等分し、丸めて広げる。②の具
も８等分し、生地の真ん中にのせて包む。

⑤フライパンにごま油（大さじ１）を入れて中
火で熱し、両面に焦げ目をつける。蒸し器に
入れ、中火で分ほど蒸す。

〈ひとことアドバイス〉

ラップに包んで冷凍保存できます。生地を作
るときに加える水の量は、様子を見ながら調整
してください。

青菜のおやき青菜のおやき
東支部 大津

お お つ

美津江
み つ え

さん

目
的
別
趣
味
グ
ル
ー
プ
の
ハ

ン
ド
ベ
ル
「
そ
よ
か
ぜ
」
は
、

発
足
し
て
か
ら
８
年
た
ち
ま

す
。メ

ン
バ
ー
は

人
で

今
は

活
動
を
休
止
し
て
い
ま
す
が


普
段
は
毎
月
第
３･

第
５
木
曜

日
に
上
支
所
で
良
い
音
を
響
か

せ
な
が
ら
演
奏
を
楽
し
ん
で
い

ま
す

昨
年
度
ま
で
は
月
１
回

だ
け
の
活
動
で
し
た
が

今
年

度
か
ら
は
月
２
回
に
増
や
し


活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す


毎
年
の
文
化
交
流
会
で
の
発

表
の
他
、
地
域
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
訪

問
し
て
い
ま
す
。
演
奏
を
聞
い

て
く
だ
さ
る
方
の
笑
顔
が
や
り

が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
み
ん
な
で
協
力
し
な

が
ら
、
仲
良
く
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

｢

そ
よ
か
ぜ｣

代
表

和
田

わ

だ

初
音

は

つ

ね

さ
ん

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は

農
家
を
応
援
し
ま
す

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は

農
家
を
応
援
し
ま
す

特
別
価
格
で
販
売
す
る
農
薬

｢

春
の
座
談
会
特
集
号｣

へ
の
意
見
と
対
応

災
害
に
Ｊ
Ａ
独
自
の
支
援
策

灯
油
配
達
数
量
に
ご
理
解
を

記
念
品
申
請
手
続
き
柔
軟
に

水
稲
用
農
薬
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

Ｊ Ａ は だ のＪ Ａ は だ の 地域･情報 第号 第号 地域･情報（） 年(令和２年)月日(火曜日) 年(令和２年)月日(火曜日) （）


